
 宇賀地小学校      

  所在地 魚沼市下島９１０番地１  

   電話  794-2054    FAX 794-5456 

ホームページアドレスhttps://uonuma-school.com/ed01/ 

１ 学校の概要 

○ 創  立 昭和３３年４月１日  

○ 校  長 永井 茂 ○教  頭 井口幸太郎  

○ 教職員数   １１名 

○ 学級、児童数   ６学級 ５５名 

 男子 女子 計 

1年生  ４  ６ １０ 

2年生  ６  ３ ９ 
3年生  １  ４ ５ 

4年生  ２  ９ １１ 

5年生  ４  ６ １０ 
6年生  ４  ３ ７ 
双 葉  ２  １  ３ 

計 ２３ ３２ ５５ 

 
２ 学校経営方針 

○ 一人一人が夢と希望をもち いきいきと輝き  

感動・学び・成長・自信を実感できる学校 

  ・地域と融合した宇賀地小ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力を創造する学校 

 児童と職員、学校が輝き、学校と保護者と地域が

互いに連携し結び付きを深め、教育活動の成果、喜

びや感動を共有する学校の実現 

 

３ 教  育 目  標 

○ 自ら考え、進んで体をきたえ、思いやりのある子  

 

４ 年度の重点目標 

◎  自分から人・集団や社会に関わり、 

課題をよりよく解決し、向上する子ども 

〇 創造する子ども 

〇 つながる子ども 

〇 自己ベストを築く子ども 

〇 地域を担う子ども 

 

５ 学校運営を支える職員の大切な姿勢 

 (１) 「一人一人が夢や希望をもち、いきいきと輝き、

感動・学び・成長・自信の実感できる学校」づく

りに一致し、宇賀地小の伝統を継承・発展させる。 

（２） 職員自らの強み、夢、希望、願いを大切に当事

者意識をもって学校経営、教育課程に参画する。 

(３) 教育計画に基づいて、意図的・計画的・組織

的に教育活動を展開していく。 

(４)生活習慣の大切さを自覚し、規則正しい生活に

励む教育活動を着実に推進する。 

（５）保護者・地域に胸を開き、伝え合い、理解し

合う関係を構築し、期待に応える。 

（６）子どもに向き合い、力をつけるための働き方

改革を推進し、児童理解を図り心身ともに健康

 に過ごす。 

（７）「親和性（共感性・互助性・快適性）」「協

働性（節度性・連携性・真摯性）」「向上性

（建設性・進歩性）」の視点に基づく同僚性

という職場風土の醸成に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

      

        

                         

 
 
６ 学校の研究内容 

 【  研究主題   】 

 「創造する子ども～思いや願い、問いを更新し続

ける子ども～」の育成 

     ～国語科におけるＩＣＴを活用した 

            授業づくりを通して～ 

 【目指す子どもの姿】  

○ 追究・対話・表現の過程にＩＣＴを活用し思考

を見える化することによって、考えを表現する・

創る・話し合う等の「言語能力」を向上させる。 

 
７ 我が校の特色 

○ 小規模校のよさを生かし、きめ細かな指導と

全員が活躍できる場づくりを重視し地域と融合

した「○○の宇賀地小」というブランド力にな

る教育の実践  

○ 地域の信頼を高めるような教育活動「宇賀地

学」の実践や、家庭・地域との連携を軸とした

学校づくり  

８ 主な行事等 
・ 4月 6日 新任式、1学期始業式 ・ 4月 7日 入学式 

・ 5月20日 運動会 

・ 6月10日 相撲大会 

・ 7月26日 1学期終業式   ・ 8月23日 2学期始業式 

・ 9月22日 ふたば班遠足 

・ 9月29日 校内マラソン大会 

・10月14日 ふたば音楽会・絵画展 

・11月 4日 子ども芸能祭・ふたば秋祭り 

・12月 8日 校内大なわ大会 

・12月26日 2学期終業式  ・ 1月5日 3学期始業式 

・ 2月 9日 校内クロスカントリースキー大会 

・ 2月13日、16日 全校アルペンスキー教室 

・ 3月 2日 春よこいまつり 

・ 3月22日 3学期終業式  

・ 3月25日 卒業式 

 

 

 

 

658.72㎡(28.64×23) 

8500 ㎡(125×68) 

325 ㎡(25ｍ×6 コース) 

アリーナ 

グラウンド 

プール 

教 室 棟…鉄筋３階建て 

体育館棟…鉄骨２階建て(一部鉄筋) 

○  施 設 

○ 建物構造 


